
がんサバイバーの復職を支援する職場の人のつながり：
ネットワーク理論による分析
目的︓ がん経験者の治療と仕事の両立の心理的対応と職場内の人のつながりとの関連を明らかにする

その関連における職場包摂性の役割を検討する

背景
改正労働施策総合推進法に基づき、病気を抱える従業員の治療と仕事の両立支援は全企業の努力義務となり、がん経験者の治療と仕事の
両立支援は重要な課題である。

復職後5年の就労継続率は5割であり、復職後の2年間が治療と就労の両立で重要な期間である。
現在は「上司支援」「同僚支援」など個別での研究が主になっており、各々の支援の相互関連性は十分には検討されていない。
本研究の仮説
 職場内支援ネットワークががん経験者の職場包摂性を高め、職場包摂性を通じて治療と仕事の両立の心理的適応を促進する。

研究プロセス

ネットワークの規模・密度・多様性を
指標化し、職場包摂性および心理的適応と

の関連を分析

分析 得られる知見

アンケート調査
仕事と治療の両立を経験したがんサバイ
バー200名を対象に職場における支援ネッ
トワークの現状と職場包摂性を調査

がんサバイバーの職場包摂性と関連する
職場内支援ネットワークの特徴を

明らかにする
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